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るとタングステンフィラメントのまわりに 7ゲスのサヤが出来る O この臨界熱流を Khalatnikovの熱
伝導理論を併用することによって定量的に示すことに成功した。つぎに、臨界熱流以上の条件とした
ときに現れるかスシースの安定性について、堀君は気体における熱伝導論を更に進めて普通は HeI中で存
在し得ないといわれているかスシースが安定に存在し得ることを立証した。タングステン線が赤熱され、
熱電子が現れるようになるとHeII中に飛込んだ電子はelectronbubbleとよばれる状態になる。これ
を調べるために堀君は線のまわりに円柱状のプラス極を作り、空間電荷を考慮した電気伝導の問題を
正確に取扱った。普通の真空管とことなる点は、易動度モデルが適用きれるために電流・電圧特性に
差が出てくることでこれは極めてはっきりした形で確認された。そしてその易動度にはかなり強い電
場依存性があり、とくに10KV/cm程度の高電場下ではこれまで知られていなかったロトン生成過程が
存在することを実証した。以上のような多くの新事実の発見とそれらの満足すべき解折結果から見て
本論文は理学博士の学位論文として十分な価値があると認められる。
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